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コントラクター横ばい　需要増も十勝１組織増のみ

　道農政部は、農作業を支援する道内コントラクターの組織数（2014年３月末現在）をまとめた。管内は前年より

１増の39組織。酪農・畜産などで大規模経営が進む中、飼料用作物の収穫などを外部委託するコントラクターへの

ニーズは増している。一方、季節労働になることが多く、人材確保や経営面から組織数は横ばい傾向が続いている。

コントラクターにより行われている牧草の収穫作業

（鹿追町）

　道内の市町村に調査し、

組織の概要や運営状況など

を調べた。全道の組織数は

前年比５増の330組織。振

興局別でみると、米作地帯

の上川が前年と同じの72組

織で最多。空知が４増の64組織、酪農が盛んな根室が２

増の54組織で続いた。十勝は４番目だった。

　全道の組織形態は、任意組織の営農集団などが104、

株式会社が51、特例有限会社が49、農協営が20組織の順。

　受託する作業内容は、収穫作業が212、は種・移植な

どの栽培期間作業が171、整地など栽培前作業は167組織




